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１）動作環境 

 
パソコン本体 ： PC/AT互換機 

PCIチップセット ： TritonⅡ(430HX)以上 

CPU  ： PentiumⅢ 850MHz以上（推奨 PentiumⅣ1.4GHz以上） 

BIOS  ： PCI-BIOS 2.1以上 

ビデオアダプタ  ： 256色以上で、解像度が640×480以上 

          （推奨 24ビットカラーで、1024×768） 

メモリ  ： 128MByte（推奨 256MByte以上） 
対応OS  ： Microsoft Windows 2000(SP4以降) 

 Microsoft Windows XP 
Microsoft Windows Vista 32bit版 
Microsoft Windows 7 32bit版 / 64bit版 
 

※いずれも日本語版 
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２）インストールの方法 

インストール手順は、次の２段階になります。 

 

       画像入力ボードデバイスドライバのインストール  ．．． ２．１章参照 

       画像入力サンプルのインストール        ．．． ２．３章参照 

 

※ インストールする時、Administrators権限を持っていないユーザーの場合、 

正常にインストールが出来ません。 

 

  

 

 

 

 

 



㈱マイクロビジョン 
 

- 3 - 

 
２．１）画像入力ボードデバイスドライバのインストール方法 
 

画像入力ボードのデバイスドライバのインストール方法は、Windows 2000、XP、Vista、７

で多少異なります。 

 

Windows 2000 の場合は、  ２．１．１章へ進んでください。 

Windows XP の場合は、   ２．１．２章へ進んでください。 

Windows Vista の場合は、  ２．１．３章へ進んでください。 

Windows ７ の場合は、   ２．１．４章へ進んでください。 
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２．１．１）Windows 2000の場合 
 

画像入力ボードをパソコンにセットし電

源を入れます。 

 Windows起動時に画像入力ボードが自動

的に認識され、新しいハードウェアダイア

ログが表示されます。 
 
 
 
この状態で、「MV-22 Driver」とかかれたCD-ROMを
指定ドライブに挿入します。以下、CD-ROMドライブを

Dドライブと仮定します。 
［次へ（Ｎ）］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

［デバイスに最適なドライバを検索する（推奨）］を選択

して［次へ（Ｎ）］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

［検索場所の指定（Ｓ）］を選択し、［次へ（Ｎ）］をクリ

ックします。 
 
 
 
 
 
 
新しいハードウェアの検出ウィザードが表示されるので、

「配布ファイルのコピー元（Ｃ）」に 
「D:¥ Driver¥2000_XP」と入力します。［ＯＫ］をクリ

ックします。 
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［次へ（Ｎ）］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［はい（Ｙ）］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 

画像入力ボードが認識されます。 
［完了］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 

以上で、デバイスドライバのインストールを終

了します。 
再起動後、２．３章に進んでください。 
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２．１．２）Windows XPの場合 
 
画像入力ボードをパソコンにセットし、電源を入れます。 

Windows起動時に画像入力ボードが自動的に認識され、新しいハードウェアダイアログが表示されます。 
 
 
 
この状態で、CD-ROMを指定ドライブに挿入します。

以下、CD-ROMドライブをDドライブと仮定します。 
 

［いいえ、今回は接続しません（Ｔ）］を選択し、

［次へ（Ｎ）］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 

［一覧または特定の場所からインストールする（詳

細）（Ｓ）］を選択し、［次へ（Ｎ）］をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

［次の場所で最新のドライバを検索する（Ｓ）］を

選択し、［次の場所を含める（Ｏ）］にチェックマ

ークを付加します。 

「D:¥Driver¥2000_XP」と入力し、［次へ（Ｎ）］

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 
インストール中です。 
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正常にドライバソフトウェアがインストールされる

と、右の図のようになります。 

［完了］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インストールが成功すると、“デバイスマネージャ”

に［MV-12 Device(Ver.1.60)］と表示されます。 

 
２．３章に進んでください。 
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２．１．３）Windows Vista の場合 
 
 
画像入力ボードをパソコンにセットし、電源を入

れます。 
 Windows 起動時に画像入力ボードが自動的に

認識され、新しいハードウェアダイアログが表示

されます。 
 

この状態で、CD-ROMを指定ドライブに挿入しま

す。以下、CD-ROMドライブをDドライブと仮定

します。 
 
［ドライバソフトウェアを検索してインストール

します（推奨）（Ｌ）］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［オンラインで検索しません（Ｄ）］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ディスクはありません。他の方法を試します（Ｉ

）］を選択します。 
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［コンピュータを参照してドライバソフトウェア

を検索します（上級）（Ｒ）］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［次の場所でドライバソフトウェアを検索しま

す：］に「D:¥Driver¥Vista_7」と入力し、 

［次へ（Ｎ）］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［インストール（Ｉ）］をクリックします。 
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インストール中です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正常にドライバソフトウェアがインストールさ

れると、右の図のようになります。 
［閉じる（Ｃ）］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インストールが成功すると、“デバイスマネージャ”に

［MV-22 Device(Ver.2.00)］と表示されます。 
 
 
 
２．３章に進んでください。 
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２．１．４）Windows ７ の場合 
 

画像入力ボードをパソコンにセットし、電源を入れます。 
 Windows起動時に新しいハードウェアダイアログは出ませんので、 
デバイスマネージャーから、 
［マルチメディアコントローラー］を 
選択し、マウスの右クリックメニュから 
［ドライバーソフトウェアの更新(P)］ 
をクリックしてください。 
 
この状態で、CD-ROMを指定ドライブに挿

入します。以下、CD-ROMドライブをDド
ライブと仮定します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［コンピューターを参照してドライバー 
 ソフトウェアを検索します(R)] 
をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［次の場所でドライバソフトウェアを 

検索します：］に、 

「D:¥Driver¥Vista_7」と入力し、 

［次へ（Ｎ）］をクリックします。 
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［インストール(I)］を 
クリックします。 
 
 
 
 
 
 
正常にドライバソフトウェアが 
インストールされると、右の図の 
ようになります。 
［閉じる（Ｃ）］をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インストールが成功すると、 
“デバイスマネージャー”に 
［MV-22 Device(Ver.2.00)］と 
表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．３章に進んでください。 
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２．２）画像入力ボードデバイスドライバの削除方法 
 
２．２．１）Windows XP の場合 
 

 ①「C:¥Windows¥system32¥drivers」フォルダ内にある“Mvc12.sys”を削除します。 
 ②コンピュータを再起動させます。 

③“デバイスマネージャ”を起動すると、「！」マークの付いた“MV-12 Device(Ver.1.60)”
があるので、DELキーを押して削除してください。（右クリックメニューでも可） 
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２．２．２）Windows Vista, Windows 7 の場合 
 

 ①「C:¥Windows¥system32¥drivers」フォルダ内にある“Mvc22Wdf.sys”を削除します。 
 ②コンピュータを再起動させます。 

③“デバイスマネージャ”を起動すると、「！」マークの付いた“MV-22 Device(Ver.2.00)”
があるので、DELキーを押して削除してください。（右クリックメニューでも可） 

 

 

④確認ダイアログが表示されるので、“このデバイスのドライバソフトウェアを削除する”項目に

チェックマークを付けて、“ＯＫ”ボタンでダイアログを終了させます。 
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２．３）画像入力サンプルのインストール 
 

「MV-22 Driver」と書いてあるCD-ROMを、指定ドライブに挿入します。 

 

      “スタート”－“ファイル名を指定して実行（Ｒ）”をクリックします。 

 

 
 ［名前（Ｏ）］に、 

“D:¥Setup.exe”        ( 32Bit版のＯＳの場合 ) 

   または、 

“D:¥Setup_x64.exe”  ( 64Bit版のＯＳの場合 ) 

 
を入力して［ＯＫ］をクリックしてください。 

      （ここでは、CD-ROMドライブをDドライブと仮定しています。） 

 

 インストールプログラムが起動し、インストールが実行されます。 
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［次へ（Ｎ）］を、クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
インストール先のディレクトリを変更したい場合は、

［参照（Ｒ）］をクリックし、任意のディレクトリ

に変更してください。 

［次へ（Ｎ）］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
追加するコンポーネントを選択してください。 

［次へ（Ｎ）］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 
グループ名を変更したい場合は、エディットボック

スの内容を変更してください。 

［次へ（Ｎ）］をクリックします。 
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［次へ（Ｎ）］をクリックしてください。 

インストールが開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インストール中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［完了（Ｆ）］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 
コンピュータの再起動を確認するメッセージボックス

が表示されます。 

 
インストールした“画像入力”アプリケーションをすぐ

に起動する場合は、［ＯＫ］をクリックしてコンピュー

タを再起動させてください。 
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２．４）メモリ確保サイズの設定 
 
 インストールが正常に終了したら、画像入力に必要なメモリサイズを設定して下さい。変更する必要が

ない場合は、画像入力を起動してください。 

（ メモリサイズの初期値は、ＯＳによって異なります。 

Windows2000, XP の場合は、30MB  

Windows Vista, 7 の場合は、32MB です。 ） 

 “スタート”－“プログラム（Ｐ）”－“MV-12 Driver”の“メモリ確保サイズ設定”を選択してくだ

さい。 

 
メモリ確保サイズ設定ダイアログボックスが表示されます。 

 

   メモリ確保設定ダイアログ( Windows 2000, XP の場合) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  メモリ確保設定ダイアログ( Windows Vista, 7 の場合) 
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               メモリ確保サイズ設定の設定項目は、確保メモリサイズ(①)とブロックサイズ(②) 

の２つです。 

                    ただし、 Windows 2000, XP の場合は、確保メモリサイズ＝ブロックサイズと 

                なるため、ブロックサイズは表示してありません。 

 

       Windows起動時(デバイスドライバロード時)に、ブロックサイズ(②)のメモリ確保 

を繰り返し、合計して、確保メモリサイズ(①)分のメモリ確保を実行します。 

 
メモリ確保サイズの算出方法例は、以下の通りです。 

 
    例）1300 × 1000のエリアセンサカメラの場合 

        1300 × 1000 ＝ 1.3MByte 

    1.3 × 4 ＝ 5.2MByte 

   
           確保メモリサイズ(①)は、全体の総メモリサイズとして、 

5.2 Mbyteに＋αを加えた値  にし、 

                ブロックサイズ(②)は、１フレームのメモリサイズとして 

2 MByte( 1.3MByte ＋ αを加えた値 )にしてください。 

 
（常駐プログラムがある場合は多めに設定してください。） 

また、ブロックサイズ(②)の上限は、63 MByte にして下さい。 

 
  ※メモリ確保サイズを変更した場合は、Windowsを再起動してください。 
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 以上の準備が整ったら、“スタート”－“プログラム（Ｐ）”－“MV-12 Driver”の“画像入力”を

選択して、 本アプリケーションを起動してください。 

 

 
 本アプリケーションをアンインストールしたい場合は、“スタート”－“プログラム（Ｐ）”－“MV

-12 Driver”の“アンインストール”を選択してください。 
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３）画像入力サンプルの実行 

 
 “画像入力”を起動すると、以下の状態になります。 

 

 
３．１）カメラコンフィグレーションファイルの読込 

 カメラコンフィグレーションファイルを読み込むには、“設定”メニューの“カメラ入力設定”

を選択します。 

 

 

 

 



㈱マイクロビジョン 
 

- 22 - 

カメラ入力設定ダイアログが表示されます。 

 
 

右上のボタンをクリックすると、カメラコンフィグレーションファイルロードダイアログ

が表示されますので、ご使用になるカメラと同じ名前のファイルを選択します。 

 
 

 読み込んだファイルの内容は、“設定”メニューの“カメラコンフィグレーション表

示”で確認できます。（変更は出来ません） 
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３．２）カメラ入力の設定 

 ご使用になるカメラに合わせて、エリアセンサ用設定、ラインセンサ用設定を行います。 

 使用するカメラに合わせて設定してください。詳しい設定内容は、４．４．１）カメラ入力

設定を参照して下さい。 
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３．３）画像入力の実行 
画像入力を実行するには、メニューの“画像入力”を選択します。 

 

“ワンショット入力”を選択すると、カメラからの画像入力を１回だけ実行してウィンド

ウ上に入力された画像を表示します。“連続入力”を選択すると、カメラからの画像入力

と表示を繰り返し実行します。連続画像入力の実行を終了させるには、ツールバーの

ボタンを選択してください。 

 
★画像入力しても、画像が表示されないときは．．． 

 ：カメラが正しく接続されていますか？ 

 ：入力設定は正しいですか？ 

  →４．４．１）カメラ入力設定参照。 

★表示されている画像が真っ白、真っ黒に表示される。 

 ：カメラの絞りの設定は正しいですか？ 
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４）画像入力の各メニューの説明 

 
４．１）ファイル（Ｆ） 

ファイル操作関連のメニューです。 

 

 
４．１．１）新規作成（Ｎ） 
 本メニューコマンドは、現在開いているファイル名を無効にすることができます。 

 
４．１．２）開く（Ｏ） 
 本メニューコマンドは、”ファイルを開く”ダイアログボックスを表示し指定されたビットマップファ

イルを開くことができます。 

 
４．１．３）上書き保存（Ｓ） 
 本メニューコマンドは、現在開いているファイルに、ウィンドウ上に表示されている画像を上書きする

ことができます。 

 
４．１．４）名前を付けて保存（Ａ） 
 本メニューコマンドは、”名前を付けて保存”ダイアログボックスを表示し、ウィンドウ上に表示され

ている画像をビットマップファイルとして保存することができます。 

 
４．１．５）アプリケーションの終了（Ｘ） 
 本メニューコマンドは、画像入力を終了させます。 

 

 

 



㈱マイクロビジョン 
 

- 26 - 

４．２）編集（Ｅ） 
 ウィンドウ上の編集に関連するメニューです。 

 
 

４．２．１）元に戻す（Ｕ） 
 本メニューコマンドは、使用できません。 

 
４．２．２）切り取り（Ｔ） 
 本メニューコマンドは、使用できません。 

 
４．２．３）コピー（Ｃ） 
 本メニューコマンドは、使用できません。 

 
４．２．４）貼り付け（Ｐ） 
 本メニューコマンドは、使用できません。 
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４．３）表示（Ｖ） 
 ウィンドウ上の表示に関連するメニューです。 

 
 
４．３．１）ツールバー（Ｔ） 
 本メニューコマンドは、アプリケーション上のツールバーの表示・非表示の切り替えを実行します。 

 
４．３．２）ステータスバー（Ｓ） 
 本メニューコマンドは、アプリケーション上のステータスバーの表示・非表示の切り替えを実行します。 

 
４．３．３）等倍表示（Ｄ） 
 本メニューコマンドは、ウィンドウ上に表示する画像の倍率を等倍にします。 

 
４．３．４）拡大（Ｅ） 
 本メニューコマンドは、ウィンドウ上に表示する画像の倍率を拡大します。 

１.５倍、２倍、３倍、４倍から選択できます。 

 
４．３．５）縮小（Ｒ） 
 本メニューコマンドは、ウィンドウ上に表示する画像の倍率を縮小します。 

１／１.５倍、１／２倍、１／３倍、１／４倍から選択できます。 

 
４．３．６）入力面表示 
 本メニューコマンドはカメラから取り込んだ画像を表示します。１～４の面から選択します。 

 
４．３．７）表示形式（Ｉ） 
 本メニューコマンドは、入力されたままの画像、ゲイン調整された画像、シェーディングされた画像の

うち、どの画像を表示するかを選択します。 
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４．４）設定（Ｓ） 
 画像入力を実行するための各種パラメータを設定するメニューです。 

 
 
４．４．１）カメラ入力設定（Ｃ） 
 本メニューコマンドは、カメラ入力時のパラメータを設定します。このコマンドを実行すると、カメラ

入力設定ダイアログボックスが表示されます。 

②～⑥はエリアセンサ用、⑦～⑫はラインセンサ用の設定です。 

 ダイアログボックスの操作を以下に説明します。 

①カメラコンフィグレーションファイル 

：現在、設定されているカメラコンフィグレーシ

ョンファイルのフルパスを表示します。 

②エリアセンサ用設定 

：エリアセンサカメラ使用時のみ設定可能です。 

③フレーム選択（エリアセンサ） 

：連続画像入力時、画像を格納するメモリ数を選

択します。 

［シングル］の場合は、常に１個所です。 

［複数］の場合は、１～４に順次格納されていき

ます。入力された画像は、４．３．６）入力面表

示で確認できます。 

④１SHOT／連続スタート切り替え 

：［1SHOT］は、入力処理を１回実行するごと

に、入力動作（画像入力→終了待ち）を行います。

⑤設定が有効になります。 

［連続］は、最初の画像入力のみ入力動作（画像

入力→終了待ち）を行いますので取りこぼし無く

画像を入力できます。⑤設定及び、４．５．１）

ワンショット入力が無効になります。 

⑤トリガー設定（エリアセンサ） 

：画像入力ボードからのトリガー信号を受けて、画像入力を行います。 

［トリガーなし］は、トリガー信号を使用しません。通常はここを選択してください。 

［外部トリガー］は、外部からのトリガー信号を使用して画像入力を行います。カメラへのトリガー

出力はありません。 

［外部トリガー（VINIT出力）］は、外部からのトリガー信号に同期して、画像入力ボードからVIN

IT信号を出力します。 

［内部トリガー（VINIT出力）］は、アプリケーションからのタイミングでVINIT信号を出力します。 

⑥TRG露光時間 

：露光時間を設定します。 

⑦ラインセンサ用設定 

：ラインセンサカメラ使用時のみ設定可能です。 
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⑧フレーム選択（ラインセンサ） 

：③と同様です。 

⑨１SHOT／連続スタート切り替え（ラインセンサ） 

：④と同様です。 

⑩トリガー設定（ラインセンサ） 

：⑤と同様です。ただし、［エンコーダートリガー］は使用できません。 

⑪露光パルス幅 

：露光パルス幅をパルス単位で設定します。 

⑫ScanRate 

：ScanRateを設定します。 

⑬並列処理チェックボックス 

：使用できません。 

⑭Loop処理回数 

：入力した処理回数だけ４．５．２）連続入力を行います。 

⑮１ライン表示 

：１ライン取り込むごとに画像を表示します。（通常は１フレーム） 

フレームレートが１ＦＰＳ以下のカメラに対して有効です。 

⑯入力オーバータイム 

：画像入力時の入力終了待ち時間を設定します。カメラ電源がＯＮになっていない場合や、画像入力ボ

ードのケーブル接続不良など、入力処理を実行して応答なしが何秒間でエラーとするかを設定します。 

⑰１SHOT入力後タイマー 

：１SHOTで画像入力後の待ち時間を設定します。 

⑱StopInt後タイマー 

：外部信号により入力キャンセルをした時に、次に入力を再開するまでの待ち時間を設定します。 

⑲TRG極性 

：トリガー信号の受け取る位置を設定します。 

 

 
４．４．２）カメラコンフィグレーション変更（Ｅ） 
 本メニューコマンドは、現在ロードされているカメラコンフィグレーションファイルを変更します。本

メニューコマンドを選択すると、カメラコンフィグレーションファイルを変更するためのダイアログボッ

クスが表示されます。 

 ダイアログボックスの操作を以下に説明します。 

 
①カメラコンフィグレーション内容 

：カメラコンフィグレーションファイルのデータを表示します。 

②決定ボタン 

：現在設定されている状態で、カメラコンフィグレーション変更を終了します。 

③中止ボタン 

：現在設定された内容をキャンセルして、カメラコンフィグレーション変更を終了します。 
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④LOADボタン 

：カメラコンフィグレーションファイルを読み込むためのダイアログボックスが表示され、選択し

たファイルの内容を表示します。 

⑤SAVEボタン 

：カメラコンフィグレーションファイルを書き込むためのダイアログボックスが表示され、選択し

たファイルに内容を書き込みます。 

 

 
４．４．３）カメラコンフィグレーション表示（Ｄ） 
 本メニューコマンドは、現在ロードされているカメラコンフィグレーションファイルを表示します。本

メニューコマンドを選択すると、カメラコンフィグレーションファイルを表示するためのダイアログボッ

クスが表示されます。 

 
４．４．４）ゲイン調整（Ｇ） 
 本メニューコマンドは、画像入力時のゲインを調整します。このコマンドを選択すると、ゲイン変換ダ

イアログボックスが表示されます。 

 ダイアログボックスの操作を以下に説明します。 

①変換図 

：入力された画像とゲイン調整による出力画像を表します。縦軸が出力画像、横軸が入力画像の画素

値です。 

②調整方法 

：入力調整方法を選択します。 

③リセットボタン 

：ゲイン調整を初期状態にします。初期状態とは入力画像をそのまま出力する状態のことです。 

④入力調整１（ゲイン１） 

：コントラストとブライトネスにより調整します。スライドバーを移動して、-255～255までの値

に変更することが可能です。 
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⑤入力調整２（ゲイン２） 

：数式のコンボボックスから式を選択し、係数をエディット

ボックスに入力して調整を行います。ゲイン１を使用した調

整と比べて、曲線的な調整が可能です。 

⑥画像表示 

：設定したゲインで画像を１回だけ入力します。 

⑦表示倍率 

：ヒストグラムを表示する倍率を選択します。 

⑧ヒストグラム取得ボタン 

：表示されている画像のヒストグラムを①に表示します。 

⑨ヒストグラムセーブボタン 

：ヒストグラムデータをテキストファイルで保存します。 

⑩ＯＫボタン 

：現在設定されているゲイン調整を設定して、終了します。 

⑪キャンセルボタン 

：ゲイン調整を変更せずに終了します。 

 

 

 

 

 
４．４．５）シェーディング調整（Ｓ） 
 本メニューコマンドは、ラインセンサカメラで使用するシェーディング補正データを作成します。本メ

ニューコマンドを選択すると、シェーディング調整を行うためのダイアログボックスが開きます。 

 ダイアログボックスの操作を以下に説明します。 

①シェーディング有効 

：チェックマークを付加すると、画像入力にシェーディング補正データが加わります。 

②シェーディングサンプルライン 

：保存するシェーディングデータを設定します。シェーディングラインとは、画面上で表示してい

るラインのことです。 

③データ読込 

：ファイルを開くダイアログボックスが開き、以

前保存したシェーディングデータをロードするこ

とができます。 

④データ保存 

：シェーディングデータを保存します。 

⑤ＯＫボタン 

：現在設定されている状態で、シェーディング調整を終了します。 

⑥キャンセルボタン 

：現在設定された内容をキャンセルして、シェーディング調整を終了します。 

⑦シェーディング調整実行 

：現在表示中の画像を元に、②で設定したラインからシェーディング調整を行います。ただし、こ

の処理を実行する前に、①のシェーディング有効のチェックを外した状態で、画像入力を実行してお

く必要があります。 
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４．５）画像入力（Ｉ） 
 画像入力を行うためのメニューです。 

 

 
４．５．１）ワンショット入力（Ｏ） 
 本メニューコマンドは、画像入力を1回だけ実行します。入力された画像はウィンドウ上に表示されます。 

 
４．５．２）連続入力（Ｃ） 
 本メニューコマンドは、画像入力を連続して実行します。入力された画像はウィンドウ上に表示されま

す。画像入力を止めるには、ツールバーの ボタンしてください。チェックマークがなくなり、画像

入力が止まります。 

 
４．５．３）処理中止（Ｓ） 
 本メニューコマンドは、連続入力を中止します。 
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４．６）ヘルプ（Ｈ） 
 バージョン情報を表示するメニューです。 

 

 
４．６．１）バージョン情報（Ａ） 
 本メニューコマンドは、本アプリケーションのバージョン情報ダイアログボックスを表示します。 
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